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研 究 主 題

生 徒の学習意欲 を高め、主体的 な学習 を促す指導 法の工失

1主 題設定の理由

中学校 理科教育 で は、 自然 に関す る関心 を高 め、観 察、実験 などを重視 して科学 的 に調べ る

能力 と態 度 を育 て るとと もに、 自然 の事物、現象 にっ いて の理解 を深 め、科学 的な見方 や考 え

方 を養 うことを 目標 と してい る。

このた め、理科 の学習 において は、身 の回 りの事 物、現象 にっ いて、直接体験 を重視 した学

習 を充 実 させ、探究 す る過程 を大切 に した指導 内容 ・方法 の工夫 が大切 とな る。

しか し、理科 の学 習内容 の中に は、生徒 の直接体 験 の場で あ る観 察や実験 に適 した教材 が少

ないため に教師主導型 で説明 中心 の授業展開 にな りが ちで、生徒 の学 習 に対 す る興味 ・関心 や

理解 を深 める上 での課 題 とな ってい る内容 もあ る。

本研究 で は、生徒 の も って い る、 自然 の事物、現 象 につ いての知 的好奇心 や疑 問 を解決 しよ

うとい う探 究 の意欲 を生か し、主体 的 な学習活動 を促す ための指導 内容 ・方法 及 び教材 ・教 具

や評価 の工夫 ・改善 をね らい と して、上記 の研究主 題 を設定 した。

本 研 究 を 進 め るに 当 た って は、 次 の 事 項 に留 意 した。
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身近 な素材 を活用 した観察 、実験 な どの工夫

教材 ・教具 の工夫 によ る指 導 の個別化

個 に応 じた指導 の工夫

自己評価 を中心 とした、学 習 の過程 にお ける評価 の工 夫

第1分 科会 で は、「光」 の学習 において、次 の内容 で研究 を進 めた。

① 生徒 の主体 的 な活動 を促す学習計 画、学習展 開の工夫

② 生徒 の学 習へ の興 味 ・関心 を高 め る教 材 ・教具 の工夫

③ 生徒 の学 習意欲 を高め、主体 的な活動 を促 す評 価 の工夫

第2分 科会 で は、「地 球 と人 間」 の学習 にお いて、次 の内容 で研究 を進 め た。

① 生徒 の主 体的 な活動 を促す学 習展開 のII二夫

② 直接体験 を重視 し、身近 な素材 を活用 した観 察、実験 の工 夫

③ 生徒 の主 体的 な学 習活動 を促 す ための評価 の工夫
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II 「光」 の学習 にお いて、生徒の興味 ・関心を高め、

主体的な学習活動を促す指導法の工夫

1研 究 の ね ら い

光 にっ い て、 小 学 校 理 科 で は 「光 の 直進 ・反 射 」 「光 を 当 て た もの の 明 る さ と あ た た か さ」

を 扱 って い る。 小 学 校 で の学 習 か ら得 た知 識 と 日常 生 活 を通 して 得 た情 報 な ど か ら、 「虹 」、

「レー ザ ー光 線 」、 「光 通 信 」 な ど、 光 に関 す る事 物 、 現 象 に対 す る生 徒 の 興 味 ・関 心 は 高 い

もの が あ る。 しか し、 中 学 校 で の 光 の学 習 後 の生 徒 の反 応 か らは、 「光 は わ か りづ らい 」 と

い う感 想 が 多 い。 ま た 、 「真 っ暗 な所 で も、 物 は見 え るか 」 と い う質 問 に、 「白 い もの だ け は

見 え る」 と答 え る生 徒 も少 な くな い。 これ は、 光 の ま った く届 か な い漆 黒 の 世 界 と い う もの

の経 験 が 日常 生 活 に な い こ とが 原 因 と考 え られ る。 光 の学 習 が わ か りづ らい と い う こ と の最

大 の理 由 は、 光 の実 体 が 見 え に く く、 観 察 や実 験 に よ って も、 実 感 が っ か め な い とい う こ と

に起 因 す るの で は な い だ ろ うか 。

光 に っ い て の 学 習 の問 題 点 を 解 消 す る に は、 光 に っ いて の学 習 内 容 を、 実 感 を と も な った

知 識 と して身 に 付 け さ せ る こ とが 大 切 と考 え られ る。

そ こで、 本 分 科 会 で は、 この 観 点 に立 って 、 「光 」 の学 習 の指 導 法 及 び 観 察 、 実 験 を 中 心

と した教 材 ・教 具 の工 夫 を本 研 究 の ね ら い と した。

中 学 校 の 「光 」 の 学 習 で は、 光 が 屈 折 す る と物 が 曲 が って 見 え た り、 浮 き ヒが って 見 え た

り、 ず れ て見 え た りす る こ とや 凸 レ ンズ に よ る像 の で きか たを 理 解 す る こ とが 、 生 徒 に と っ

て は難 か しい よ うで あ る。 教 師 に と って も、 や や もす る と作 図 に よ る理 論 的 な 説 明 だ けで 終

わ って しま い が ち で あ る。 そ こで 、 教 材 ・教 具 を 工 夫 し、 光 の 通 り道 を 視 覚 化 す る こ とで 生

徒 の 理 解 を深 め る と と もに、 授 業 展 開 の工 夫 に よ り、 光 に対 す る生 徒 の 興 味 ・関 心 を 高 め る

こ と に努 め た。

2研 究の方法

次の よ うな方法 で研 究を進 めた。

(1)光 の学習 について、理解 を難 し くして い る原因 につ いての検討

(2)生 徒の実態調査 の実施 と結果 の分 析

(3)研 究のね らいの設定 と研究計画 の立 案

(4)教 材 ・教具 の工夫

(5)学 習指導計画及 び学 習展開案 の作成

(6)授 業 実践 によ るデー タの収集

(7)自 己評 価 の実施 と分 析

(8)研 究 の まとめ と今後 の課 題
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3研 究 内容

(1)実 態調査

「光」 の学習 のわ か りに くい部分 、 また、主体的 に学習を進め る意欲を促すための興味 ・

関心 を喚起 す る実 験方法 を探 るため、実態調査 を行 った。調査 は、 これか ら学 習す る1年

生(都 内8校397名)と 、すで に学 習 を終 えて いる2年 生(都 内8校266名)を 対 象 と

した。 内容 は、「生 徒 の興味 ・関心 に関す る調査」 と 「経験的知 識 や学 習 内容 の理 解 度 の

調査」 の二 っの側面 にっ いて細 か く質問 内容 を用意 し実施 したが、特 に特徴 の ある結果 に

っ いて以下 の よ うに考察 し、 ま とめ、研究 の際、常 に念頭 に置 くこと とした。

(実 施 平成8年6月)

【1】 興 味 ・関心 につ い て

① まず 、2年 生 対 象 に1年 で の 「光 」 の学 習 につ い て、(1)楽 しか ったゐ・?(2)わ か り

や す か った か?と い う質 問 で感 想 を 調 査 し、 さ らに、 そ の理 由 にっ い て い くつ か の項 目

の 中 か ら選 択 させ 、 学 習 展 開 の 中 の 問 題 点 を 探 った。

/
/

f
/

楽 しか っ た か?

ど ち ら で も

(50.4%

、

＼

＼

わか りや す か っ たか?

。顯勲

牌 拶

《結 果 及 び 考 察 》

・ 「楽 しか っ た」 と は言 い切 れ な い生 徒 が66 .4%を 占 め、 「わ か りや す か っ た 」 と答 え

た生 徒 は9.5%に 過 ぎず 、 「難 しい」 ま た は 「一 部 難 しい」 と答 え た 生 徒 は77.7%に も

及 ん だ。

・ 「っ ま らな い」 「難 し い」 の理 由 を 探 る と、 多 く見 られ た の は以 下 の内 容 で あ った 。

光 は実 体 が っ か め な い の で 難 しい。 言 葉 が わ か りに くい。

実 験 の ま とめ 方 が わ か りに くい。 実 験 の 意 味 が わ か り に くい。

学 習 内 容 が 日常 生 活 に結 びつ か な い。 作 図 が 難 し く理 解 で きな い。

・これ らの 結 果 は 、 今 ま で の学 習 の流 れ の 中 で 、 生 徒 が 主 体 的 に活 動 で き なか った事 が

原 因 の一 っ と して 考 え られ る。 よ り主 体 的 に学 習 を 進 め られ る学 習展 開 を 工 夫 す る こ

とに よ り、 「楽 しさ」 「わ か りや す さ」 につ な げ て い け る もの と考 え られ る。

② 次 の結 果 は、1年 生 に対 して 「興 味 の あ る こ と、 調 べ て み た い こ と」、2年 生 に 対 し

て 「さ らに調 べ て み た い こ と」 と い う形 で 、 光 に 関 す る事 柄 、 物 、 言 葉 の 語 群 の 中 か ら

数 に 制 限 な く自 由 に 選 ば せ た結 果 で あ る。
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《結 果 及 び 考 察 》

・光 に 関 す る興 味 ・関 心 は、 特 に

1年 生 の 場 合 多 岐 にわ た り強 い

こ とが わ か っ た。

・1 、2年 共 通 して 、 「色 に 関 す

る こ と」、 「先 端 技 術 に関 す る こ

と」 が 多 か っ たが 、 中 学 校 の学

習 内 容 で は こ の興 味 に答 え られ

な い。 しか し、 よ り高 度 な もの

に対 す る知 的欲求 を維持 しっっ、

鏡

凸レンズ

カメラ

虹

レーザー光線

光フアイパー

万葺鹸

鍾逸鹸

光通信

光の反射

光の屈折

光と色の閣係

興味 ・関心

｠,s
●24

020406080

%

自 ら調 べ 理 解 す る力 の基 礎 を この 単元 で 身 にっ け させ る必 要 性 を感 じる。

・1年 か ら2年 の全 体 的 な興 味 の減 少 傾 向 は、 学 習 前 の未 知 の関 心 か ら、 既 知 の事 実 に

な っ た もの と して理 解 で き るが 、 特 に 「レー ザ ー光 線 」 の1年 生 の 関 心 の強 さ に は注

目 され る01年 生 に と って 、 レーザ ー光 線 は強 力 に学 習 に 引 きっ け る材 料 に な り うる

が 、 今 まで の学 習 展 開 の 中 に は レー ザ ー光 を用 い た もの が あ ま りな か っ た。

【2】 経験 的知識及 び理解度 につ いて

① 学 習後 の生徒(2年 生)の 難 し

いと感 じた点 にっ いて、学 習 内容

を数 に制限 な く選択 させた ところ、

次の よ うな結果 を得 た。

《結果及 び考察》

・ 「虚像」 の多 い ことは想 像 で き

光の反射

光の潤折

光の全反射

凸レンズの焦点

実像

虐像

難 しか った こと

0204080

%

たが 、 「屈 折 」 にっ け た生 徒 が意 外 に多 か っ た。 これ は、 法 則 性 の理 解 に対 して と い

うよ り、 実 感 と して、 また 現 象 と の結 び っ き と して難 しか っ た ので は な い か と考 え ら

れ る。 ま た、 実 際 の授 業 中 の様 子 か らす る と、屈折 その もの の理 由 にっ いて疑 問 を もっ

た生 徒 の数 が か な り含 まれ る と考 え られ る。

② 「目 に見 え る とい う こ と」

いで 確 認 し、 結 果 を得 た。

と 「光」 の関係 を どの程度 認識 して いるかを次 の ような問

真 っ 暗 の 中 で 物 は 見 え る か?

何でも見える

白い物だけ見える

黒い物以外兜える

何も見えない

わからない ・無箸

01020
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光 の 道 筋 は 見 え るか?
i年見えるかつ2年 どうすれば見えるか?

1年

2年

0 20 40 so 80

匿儒 斎

00

《結 果及 び考 察 》

・ 「物 が 見 え る こと」 につ い て は、1年 生 に比 べ て2年 生 の正 答 は増 加 して い る の で 、

あ る程 度 の 学 習 効 果 が 現 れ て い るが 、 学 習 後 に お いて も完 全 に理 解 され て い な い。 光

の 法則 性 にっ いて の理 解 度 に比 べ 、 か な り劣 って い る。 これ は、 実 際 の 光 の 現 象 を理

解 す るた め のす べ て の基 礎 に な る と考 え られ る ので きち ん とお さえ る必 要 が あ る。

・同様 に 「光 その もの が 見 え るか」 の 問 い に対 して 誤 答 が1 、2年 と も に多 か った。 こ

れ は、 今 まで の 光 の 性 質 を調 べ る観 察 ・実 験 に お いて 、 光 の道 筋 の視 覚 化 が 不 卜分 で

あ った か らだ と考 え られ る。 この た め 、 光 を難 し く感 じた り、 誤 解 を生 み や す い もの

と して い た。

③ そ の他 学 習 内 容 の 「反 射 」 「屈 折 」 「レ ンズ」 な ど にっ い て も理 解 度 を調 べ た。

《結 果 及 び 考察 》

・正 解 率 は、 当 然2年 生 の 方 が 上 回 った が 、1年 生 も経 験 的 に感 覚 的 に か な りの割 合 で

理 解 して い る こ とが わ か っ た。(グ ラフ略)

【3】 ま とめ

総 合 的 に見 る と、1、2年 生 と もに光 に 関 す る興 味 ・関 心 は強 いが 、 中学 で の光 の 学 習

で は そ の意 欲 を充 分 に満 足 させ る こ とが で きて いな い。 しか しなが ら、 生 徒 の 関心 の あ る

先 端 技 術 や色 に 関 す る内容 を 理 解 す る た め に は、光 の基 本 的 性 質 を獲 得 さ せ て い くこ とが

大 切 で あ る。 そ の 際、 学 習 課 程 に お い て、 興 味 ・関心 を 損 な う こと な く、 さ らに意 欲 を 伸

ば し、 自 ら調 べ学 ぶ 力 を 身 につ けて い くよ う に工 夫 して い く必 要 が あ る と考 え られ る。

調 査 結 果 か ら、 「経 験 上 わ か る」 「問 題 と して解 け る」 に もか か わ らず 、「屈 折 」「レ ンズ」

にっ い て わ か りに くか った と答 え 、 法 則 性 を用 い て現 象 を 説 明 す る こ と が苦 手 で あ る生 徒

の姿 が 浮 か び上 が った。 これ は、 これ ま で の実 験 が 、現 象 の み を と らえ 、 過 程 を 明確 に 示

す こ とが で きな か った た め で あ る。 そ こで、 生 徒 の 難 しい と感 じる部 分 にっ い て、 興 味 を

引 きっ け る よ うな教 材 を用 い 、 「視 覚 化 」(見 て わ か る)し 、 「実 感 す る」 「日常 の経 験 を 念

頭 に置 く」 こ とを大 切 に した学 習 内 容 ・学 習 課 程 の工 夫 、 指導 法 が 重 要 で あ る と考 え られ

る。
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(2)学 習活動 の計画

時限 ノ」、単 元 名 生 徒 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1 見 る 、 見 え る と は

(光 の 性 質)

① 暗 箱 の 中で い ろ い ろ な 物 体(白 色 、 黒 色 、

金 属 光 沢 な ど)を 観 察 す る 。

② レーザ ー光 線 の通 り道 を 横 か ら見 るた め の 方

法 を 考 え る こ とに よ り、 見 え る とい う こ とに

つ いて 考 察 す る。

③ 空 気 中 と水 中 で の 光 の 進 み 方 を 観 察 す る。

(線 香 の煙 、 石 鹸 水 、 バ ス ク リ ンを 使 用)

① 真 っ暗 な場 所 で は何 も見 る こ とが で き な い

(物 体 に光 が 当 た って 、 は じめ て 見 え る)

こ と に気 付 か せ る。

② 見 え る と い う こ と は、 光 が 直 接 、 ま た は 反 射

して 目 に入 る こ とだ と気 づ か せ る。

③ 光 は同 一 の 物 質 内 で は 直進 す る こ と に 気 づ か

せ る。

23 光 の反射 ① 光 の 反 射 に 関 す る5つ の 実 験(後 述)を 自分

の 興 味 ・関心 に した が って 行 う。

(1)電 子 オ ル ゴ ー ル と鏡 を 使 った 光 当 て ゲ ー ム

(2)水 槽 内 に線 香 の 煙 を 封 入 した もの に 鏡 を 置

き、 レー ザ ー 光 の 反 射 を 立 体 的 に 観 察 す る

(3)縦 長 の 鏡 と懐 中 電 灯 を 用 い て 、 ど こか ら ど

こが 見 え る か 体感 す る

(4)光 源 と鏡 を使 って 、 光 の 反 射 の 角度 を 記 録

用 紙 に記 録 す る。

(5)水 槽 内 に 線 香 の 煙 を 封 入 した もの に ア ル ミ

ホ ィ ル(平 面 の ま ま と く し ゃ く し ゃ)を 入

れ 、 反 射 の様 子 を 観 察 す る。

① 身 近 な体 験 に 基 づ い た 実 験 、 立 体 的 な 視 覚 に

う っ たえ る 実 験 、 ゲ ー ム性 を も っ た 実 験 な ど

多 様 な実 験 を 用 意 して 生 徒 の 興 味 ・関 心 を 喚

起 す る。

② 実 験 を行 う順 序 に 自 由度 を もた せ 、 生 徒 が 主

体 的 に取 り組 め る よ う に 配 慮 す る。

③ 光 の 反 射 の 法.則 につ い て気 付 か せ る 。

(入 射 角 と 反 射 角 の 関 係)

④ 乱 反 射 に よ り、 物 体 が ど の 方 向 か ら も見 え る

こ と に気 づ か せ る。

45 光 の屈折 ① 前 時 ま で の 内 容(光 が 目に 入 って は じめ て 見

え る こ と 、 光 の 直 進 性)に っ い て 確 認 す る。

② おわ ん の底 の10円 玉 を 見 るた め に は ど うす れ

ば よ い か を 考 え 、 ま た 、 な ぜ 見 え るよ う にな

か を 考 察 す る 。

③ 光 源 と 半 円 形 レ ンズ を 使 って 、 光 の 道 筋 を 観

察 ・記 録 す る 実験 を 行 う。

④ 光 学 水 槽 で 水 と空 気 の 境 界 面 で の 光 の 進 み 方

を観 察 す る。

⑤ 光 フ7イバー内 の 光 の 進 み 方 を観 察 す る 。

①io円 玉 の 反 射 光 が 屈 折 しな け れ ば 、 目 に 届 か

な い(見 え な い)こ と に気 付 か せ る 。

②2種 類 の 物 質(空 気 と ガ ラ ス 、 空 気 と 水)の

境 界 面 で 光 が 屈 折 して い る こ とを 観 察 に よ っ

て 気 付 か せ る 。

(境 界 面 に 近 づ くよ う に 屈 折 す る。)

③ 境 界 面 で の 屈 折 の しか た に 気 付 か せ る 。

(全 反 射 を 含 む)

6 凸 レ ンズ の 性 質 ① 虫 め が ね、 光 源(スllッ 附 き 、 ろ うそ く型)、

小 型 ス ク リー ンを使 って 、 凸 レ ンズの 性 質 を

自由 に主 体 的 に調 べ る実 験 を行 う。

(焦 点 、 実 像 、虚 像)

② 凸 レ ン ズの 焦 点 内 ・外 で の 光 源 の 見え 方 の違

い を 調 べ る。

① 凸 レ ンズ は 平行 光 を 一 点 に 集 め る こ と が で き

る こ とに 気 付 か せ る。(焦 点)

② 遠 景 や ろ う そ く形 光 源 は凸 レ ンズ を 使 うと ス

ク リー ン に投 影 で き る こ と に 気 付 か せ る。

③ 凸 レ ンズ を の ぞ くと 、 遠 景(焦 点 外 〉 は 倒 立

して 見 え(実 像)、 近 景(焦 点 内)は 拡 大 さ

れ て 見 え る(虚 像)こ とに 気 付 か せ る。

7 凸 レ ン ズ よ って

で き る像

① 光 の 道 筋 観 察 器 を 用 いて 、 凸 レ ン ズ と光 源 の

位 置 関 係 に よ る実 像 の 大 き さの 変 化 の 規 則 性

に つ い て 調 べ る実 験 を 行 う。

② 光 の道 筋 観 察 器 を 用 いて 、 実 像 が で き る と き

の 光 の 進 み 方 を レー ザ ー 光 線 で 観 察 す る。

① 身 近 な 素 材 を 使 っ た 自 作 教 材 を用 い 、 興 味 ・

関 心 を 喚 起 す る。

② 凸 レ ンズ と 光 源 の 位 置 関 係 に よ る実 像 の 大 き

さの 変 化 の 規 則 性 に気 付 か せ る。

③ 実 像 を っ く る光 源 か ら の 光 の う ち、 主 要 な 光

線 を レー ザ ー 光 線 で 強 調 す る こ と に よ り、 作

図 の 指 導 に つ な げ る。

(光 源 の 頂 点 か ら凸 レ ンズ に 垂 直 に入 る 光 線

、 光 源 の 頂 点 か ら凸 レ ン ズ の 中 心 を 通 る光 線)

8 実像 と虚像 ので き

方

① 実 像が で き る と き の光 の進 み 方 を 前 時 の レー

ザ ー光 線 の 光 の道 筋 を 参考 に ワ ー ク シ ー トに

記 入 す る。

② 作 図 に よ り 、実 像 ・虚 像が で き る と き と像 が

で き な い と き の光 源 の 位置 と焦 点 の 位置 の 関

係 を考 察 す る。

③ 作 図 に よ り、 実 像 の 大 き さ と光 源 の 位 置 と焦

点 の 位 置 の 関 係 を考 察 す る。

① 凸 レ ンズ 通 過 後 の 光 が 集 ま る と こ ろ に実 像 が

で き る こ と を確 認 す る。

② 光 の 道 筋 が わ か りや す い 光 線 は 平 行 光 線 と レ

ンズ の 中 心 を 通 る 光 で あ る こ と に 気 付 か せ 、

作 図 の 際 、 それ を 用 い る こ とを 確 認 す る。

③ 作 図 に よ り、 実 像 ・虚 像 が で き る と き と像 が

で き な い と きの 光 源 の 位 置 と焦 点 の 位 置 の 関

係 に気 付 か せ る。

④ 作図 に よ り、 実 像 の 大 き さ と光 源 の 位 置 と 焦

点 の 位 置 の 関 係 を 確 認 す る 。
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(3)学 習 の展 開例(7時 間 目)

① 単元 「光」

② 本時 の 目標:レ ンズとで きる像 の距離 と大 きさにっ いて法則性 を発見す る。

レンズに よ り像がで きる理 由を理解 し、実感す る。

③ 展 開例
※ 【 】評 価 項 目、 〈 〉 評 価 の 方 法

生徒の活動 教 師 の援 助 活 動 ・留 意 点 評価の観点
圏

導 ・前 時 ま で の学 習 内容 を 確 認 す る。 ・どの よ うな実 験 を したか 、 わ か っ た こ と ・前 時 の学 習 内 容 を 思 い 起 こす

(レ ンズ の 特徴) は何 か 、 を再 確 認 す る。
・

こ とが で き たか 。

(ロ 頭 に て:拡 大 ・像 ・焦 点の3点) 〈授 業 者 の 観 察 〉 【知 識 ・理 解 】

入 ・それ ぞ れ レンズ との距 離 が 決 め手 で あ る ・次 な る課 題(調 べ た い こと)

こ とに気 付 か せ る。 を見 付 け る こ とが で きた か。

〈授 業 者 の 観 察 〉 【関心 ・意 欲 】

Part ・本 時 の 実 験parし1の 説 明 を 聞 ・光 の 遭筋 観 察 器 につ いて説 明 す る。 ・器 具 等 の 説 明 を 興 味 ・関 心 を

i く 。 (z99一 ン,rンズ、焦 点 な ど の 部 分 や 扱 い 方 、 も って 聞 く こと が で き たか 。

注 意す る こと、 この 装 置で で き るこ と 〈授 業 者 の 観 察 〉 【関心 ・意 欲 】

に つ いて の み)

・ ワ ー ク シ ー トの 配 布

・rど んな 時 に どの よ うな像 が で きる か1 ・自 ら課題 を 設定 し、解 決 す る

とい う課 題 の み与 え 、結 果 か ら法 則性 を 方 法 を見 付 け る こ とが で きた

探 らせ る。 か 。 〈ワ ー ク シ ー トの 分 析 〉

【科 学 的 思 考 】

・実 験 を 開 始す る。 ・机 間指 導 に よ り生 徒 の発 想 、 実験 の様 子 ・主 体 的 に実 験 を 進 め る こ とが

展 を確 惣 す る。(必 要 に応 じて 班毎 に、 注 で きたか 。

目す べ きポ イ ン トを 指示 す る。) 〈自 己評 価 の 分 析 〉

【関心 ・意 欲 】 【技 能 ・表 現 】

・実 験 で気 づ いた こと を発 表 す へ

る 。

・発表 さ れ た結 果 よ り法 則 性 を ・光 源 か ら凸 レンズ ま での 距 離 と実 像 まで ・実 験 結 果 よ り 自 ら考 え 、 ま と

見 付 け る。 の 距 離 、実 像 の 向 き、 大 きさの 関 係 に つ め る こ とが で きた か 。

い て 整理 す る。 〈ワ ー ク シ ー トの 分 折 〉

【科 学 的思 考 】
・光 源 ・凸 レ ン ズ ・実 像 の 関 係

に つ い て理 解 す る こ とが で き

開 た か 。 〈授 業 者 の 観 察 〉
, ・次の 課 題r光 源 か ら出 た光 の 道筋 を追 っ

〈発 言 内 容 〉

て み よ う。 」 を 与 え る 。 【知 識 ・理 解 】

Part ・実 験part2の 課 題 に 対 し、 工 ・さ らに 実験 材 料 と して 線 香 、 レー ザ ー

2 夫 しなが ら実 験 を 行 う。 光 源 を与 え る。(レ ーザ ー光 源 の 扱 い に

っ い て は十 分 な 注意 を 与 え る。)

・レー ザ ー光 の 当 て方 に つ いて は、 指 示 を ・実 験 方 法 を工 夫 して 行 う こ と

せ ず 、 自由 に 行わ せ る。 が で きた か く授 業 者 の観 察 〉

〈ワ ー ク シ ー トの 分 析 〉

【技 能 ・表 現 】
・ ワ ー ク シ ー トに 結 果 を 記 入 す ・机問 指 導 に よ り生 徒 の 発想 、 実 験の 様 子 ・興 味 ・関 心 を も っ て

、 主 体 的

る 。 を確 認 す る。(必 要 に応 じて 班 毎 に、 注 に 実験 す る こ とが で きた か 。
・気 づ い た こ と

、 わ か っ た こ と 目す べ きポ イ ン トを指 示 す る。) 〈授 業 者 の 観 察 〉

を ま と め る。 〈自 己評 価 の 分 析 〉

【科 学 的 思 考 】 【関 心 ・意 欲 】

・実 験 で気 づ いた こと を発 表 す ・自 ら ま とめ 、 整理 す る こ とが

る 。 で きた か 。

〈ワ ー ク シ ー トの 分 析 〉

〈発 言 内 容 〉

【技 能 ・表 現 】

ま ・教 師 の 実 験 例 を 見 て 、説 明 を 聞 く。 ・演 示実 験 に よ り像 の で き る理 由 を説 明 す ・像 ので き る理 由を 理 解 で き た

る 。(た と え ば ・"と い う こ と でDart1 か。 〈自 己評 価 の 分w>

と part2に つ い て 見 せ る) 【知 識 ・理解 】
・さ ら に 興 味 ・関 心 を も っ こ と

め ・ ワ ー ク シ ー トの 提 出 ・次 の 学 習 の作 図 に お いて レー ザ ー光 の 線 が で きた か 。

(自 己 評 価 付 き) が イ メー ジ され る よ う に、 印象 づ け る。 〈自 己 評 価 の 分析 〉

【関 心 ・意 欲 】
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(4)教 材 ・教 具 の 開発

【開 発 に あ た って】

今 回 は研 究 全 体 を通 し、 概 念 や 法 則 を 説 明 す るだ けで 終 わ らせ ず に、 で き るだ け生 徒 の

興 味 ・関 心 が 高 い よ うな教 材(レ ー ザ ー光 線 な ど)を 利 用 した り、 実 験 を通 じて 体 験 と し

て っ か ませ る こ とを心 掛 け た。 そ の た め さ ま ざ ま な教 具 の 開 発 や 改 良 を 行 って き た。 こ こ

で は、 そ の うち の3っ に っ いて 紹 介 す るが 、 これ ら は生 徒 へ の実 態 調 査 を踏 ま え 、 次 の こ

とを 念 頭 に置 い て行 った。

① ふ だ ん 見 る こ との で きな い光 の実 体 を 何 とか見 え る よ うに で きな いか 。

② 特 に凸 レ ンズ の性 質(焦 点 や 屈 折)を っ か ま せ られ な いか 。

③ ① や② を作 図 に っ な げ られ な い か。

④ で き るだ け身 近 な素 材 ・簡 単 な し くみ ・個 別 化 を考 え て い く。

【開発 した教具】

A光 の道筋 観察器

① 使 い方

　

光学 台の代 わ りとして使用 す る。1

・従 来 の光 学 台 が ペ ッ トボ トル の

中 に入 った と考 え て よ い。

・ス ク リー ンに実 像 が 写 るが、 容

器 の 中 に線 香 の け む りを入 れ る

と レー ザ ー 光 線 の光 も同 時 に 見

る こ とが で き る。

② 利 点

・従 来 の光 学 台 は… …

ア.実 像 が で き る こと。

イ.実 像 が倒 立 して で きる こ と。

ウ.

て実 像 の 大 き さが 変 わ る こ と。

を調 べ る こ とが で き た が、

光

轡 杜一…「/㌦←

/1 ・汽「＼//
1rA

1レ// ＼

陥 忌

1

封

プ ラ板
十

Fしツシンつ

ペ ー(。鴎:声丁 鈎

凸 レンズ とス ク リー ンの 間 の距離 に よ っ

この光 の道 筋

観察器 はさ らに以下 の利点 があ る。

エ

オ.

材料

φ60微 倣

F[00c夙

・ レ ン ズ 直 径

焦 点 距 離

・ ペ ッ ト ボ ト ル2種 類

・ ト レ ッ シ ン グ ペ ー パ ー

・ プ ラ 板

6cm

lOcm

凸 レ ンズの 前 後 で 光 は どの よ うに進 む の か を 調 べ る こ とが で き る。

光 源 の 任 意 の 点 か ら出 た光 の 道 筋 を レーザ ー光 線 で追 う こ とが で き、 実 像 の で き

る し くみ を 確 認 す る こ とが で き る。

カ.目 で 見 え た レー ザ ー光 線 は、 そ の ま ま作 図 の イ メ ー ジづ く り とな る。

キ.身 近 な 素 材 を 利 用 して い るた め、 安 価 で生 徒 が 興 味 を も って 取 り組 め る。
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B小 型光の道筋観察器

① 使い方

凸 レ ンズ の前 後 で 光 は ど の様 に

進 む の か を調 べ る。

光

・フ ィル ム ケ ー ス に け む りを入 れ 、 レー

ザ ー光 線 を 当 て 、 凸 レ ンズ を 通 っ た 光

が屈 折 す るの が 見 え る。

② 利 点

・材 料 が 簡 単 に手 に入 る。

・手軽 に作 れ るの で 、個 別 実 験 が で き る。

・Aほ どの 精 密 さ はな いが 、 凸 レ ンズ の 性 質

を簡 単 にっ か む に は充 分 で あ る。

/セ 吐 プ個 定'
_2-.[
月

一 一

・ ・
,1論1

)＼ 遡りw

1「＼下 し

一 巴 覧

0

匂 し枠 ルーペ

〔2枚繰 血し)

轟蕊
フィ1レム ケ

(庭 乞外

φ22照

F45c帆

材料

(庭 乞外側に楓)

・ ル ー ペ(2枚 組)直 径2
,2cm

・ フ ィ ル ム ケ ー ス

・ セ ロ テ ー プ

焦 点 距 離4cm

2ケ

C身 近 な材 料 で カ メ ラ模 型

・教 科 書 な ど に あ る カ メ ラ模 型 は牛 乳 パ ッ ク を

利 用 して い るが 、 筒 の加 工 は割 と大 変 。

・業 者 で も キ ッ トを販 売 して い るが 、 か な り高

価 で あ る。

・そ こで、 どの 学 校 で も手 に入 れ る こ とが で き

な お か っ ス ラ イ ドさせ るの に ち ょ う ど よ い 口

径 の もの を使 用 した。

① 使 い方

綴 灘難!-

A

D

(儲 プり

・前 も って 作 っ た もの を生 徒 に見 せ て も よ

い し、 生 徒 に 作 らせ て み るの もよ い。

② 利 点

・バ ドミ ン トン部 の あ る中学 校 な ら こ れ ら

の シ ャ トル ケ ー ス は簡 単 に手 に入 る。

(年 間10～15セ ッ ト程 度)

・加 工 が 極 め て簡 単 。

B哩Pc制
重Zロ ↑-7。z

(
φ 」ダ伽 〃η 固 定 「楠 。

FfO(σ η

c槻 ⊆⊇c劉
2蚊 の7gz・1み こも,

材料

・ ル ー ペ 直 径3
.4cm

焦 点 距 離10cm

・バ ト ミン トンの シ ャ トル ケ ー ス2種 類

① 内 径6.5cmの も の

② 内 径6.8cmの も の

・ ポ テ ト チ ッ プ ス の 筒

内 径7.Ocmの も の

・ ス リ ガ ラ 〈(集 気 ビ ン 用)

・板 目 紙
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(5)学 習 形 態 の 工 夫

生 徒 の学 習 意 欲 を 高 め、 主 体 的 な学 習 へ の取 組 み を促 す た め の手 立 て の一 っ と して 、2

時 間 の授 業 形態 を 次 の よ うに工 夫 した。

この 時 間 は、生 徒 が 実 験 に よ って 光 の反 射 の 法 則 を 見 つ け出 す こと が 目標 で あ り、 従 来

は班 単 位 で実 験 を 行 う こ とが 多 か った。 今 回 は、 光 の 反 射 の 性 質 を調 べ る5種 類 の実 験 装

置 を教 室 内 に配 置 し、 生 徒 自身 が 移 動 して実 験 を して い くよ うに した。 そ の際、 回 る川頁番

は 自 由 と し、 班 に こだ わ らず に 個 人 単 位 で 移 動 で きる よ う に した。 ま た、 実験 方 法 に っ い

て は必 要 最 小 限 の 指 示 に とど め 、 生 徒 が 自由 な発 想 で実 験 を 進 め られ る よ うに配 慮 した 。

この よ うな形 態 を 取 り入 れ た こ とで 、 授 業 中 は 自 由 な 発 想 で 実 験 方 法 を工 夫 す る姿 が 見

られ、 喜 び の 歓 声 もあ が り、 あ る実 験 で は、 偶 然 集 ま っ た 自然 発 生 的 な グル ープ で協 力 し

て 実 験 す る様 子 も見 られ た。

授 業 後 の 自 己評 価 で は、91%の 生 徒 が 「興 味 ・関 心 を もって 実 験 で きた」 と答 え 、85%

の 生 徒 が 「自分 か ら進 ん で実 験 に 取 り組 め た 」 と評 価 して い る。 また、授業 後の感 想 で は、

「い っ もと違 って 自分 で 回 りなが ら実 験 で きて 楽 しか っ た」 「み ん な と い ろ い ろ工 夫 して 成

功 した の が うれ しか った」 「ま た この よ うな形 態 で実 験 を して み た い」 等 の 感 想 を 挙 げ た

生 徒 が 多 か った。 自分 の意 思 で実 験 に取 り組 め る よ うな こ う した学 習 形 態 を取 り入 れ た こ

とが 、 学 習 へ の興 味 ・関 心 を高 め るの に効 果 的 で あ った と思 わ れ る。

(6)事 後 調 査 に よ る考 察

本 研 究 の授 業 に よ る 「光 」 の単 元 終 了 後 の1年 生(1校94名)に 対 し、(1)の 実 態 調 査

と同 じ問 いで 調 査 を 行 い、 は じめ の2年 生 対 象 の結 果 と の比 較 を試 み た 。 学 校 に よ っ て 、

条 件 の違 いが あ り、 断 定 的 な こ と は言 え な いが 、 本 研 究 に よ る授 業 展 開 の効 果 を知 る手 が

か り と した。 ま た、 毎 時 間 授 業 の 終 わ りに と った 自 己 評 価 カ ー ドの分 析 によ り、 生 徒 の 意

識 の把 握 に 努 め た。 以 下 は、 そ の 中 で も注 目 した い デ ー タ、 特 徴 的 な結 果 を取 り上 げ た も

の で あ る。

【事 前 の 実 態 調 査 と の比 較 】

① 感 想 に つ いて

・事 前 の 実 態 調 査 と比 較 して 、 『楽 しか った』 が34%→46%に 増 加 し、 『難 しか っ た』 が

26%→18%に 減 少 した。

・難 し い、 っ ま らな い と感 じる原 因 を 「学 習 の流 れ 」 と 「学 習 内容 」 で聞 い た悶 い にっ

い て は、 ほ ぼす べ て の項 目で 減 少 して い た。 特 に 、 光 の実 体 、 言 葉 の意 味 、 日常 との

結 び つ き、 指 示 通 りの実 験 、 作 図 、 そ して 屈 折 の 減 少 の割 合 が大 き い。

【難 しい っ ま らな い と感 じ る理 由 】

光の実体

箭葉の意味

実験繰告

実験まとめ方

実駿の慧蘇

日常との結びっき

班の人数

旛示通攣の実験

作図

学習の流れ

OID203040

魎 光の反射

光の屈衝

光の全反射

凸 レンズの焦 点

実像

虚像

学習内容

0

口 璽瞳団査

口s後 贋査

zoaoso
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〈 考 察 〉

・ 「楽 しい」 が増 加 し、 「難 しい」 が減 少 した こと は、 ま ず 、 主 体 的 に 学 習 で き る機 会

を 増 や す よ うに 授 業 展 開 を工 夫 した こ との成 果 の 一 っ と考 え られ る。 た だ し、 激 増 ・

激 減 に ま で至 らな か った の は、 自 ら課 題 を 見 つ け、 探 究 的 に学 習 して い く授 業 の 形 態

に慣 れ て い な か っ た た め と考 え て い る。 この こ と は、.ヒ記 の 「学 習 の流 れ」 の グ ラ フ

の 結 果 か ら も うか が え る。

・難 しい、 っ ま らな い と い う感 じる原 因 が 各 項 目で 減 少 して い た こ とか ら、 「実 感 す る

こ と」(視 覚 化)、 「主 体 的 に学 習 す る こ と」 「日常 と結 び っ けて い く こ と」 「発 見 す る

こ と」 を 目指 した 授 業 展 開 の工 夫 が 、 明 らか に有 効 で あ った こ とが わ か る。 ま た 、学

習 内 容 につ い て の 調 査 結 果 で は、 実 態 調 査 で 「難 しい」 が 多 か った 「屈 折 」 の学 習 に

っ いて の意 識 が 大 き く変 化 して い る こ とか ら、 この 項 目 を重 視 して 指 導 の工 夫 に努 め

た 本 研 究 の成 果 が 表 れて い る と いえ る だ ろ う。

② 知 識 ・理 解 に っ いて

・実 態 調 査 で特 に注 目 した 「光 の 道 筋 が 見 え るか 」 「ど うす れ ば 見 え るか 」 に つ い て の

正 答 が前 者 で42%→84%に 、 後 者 で24%→81%に 激 増 した 。

・レ ンズ に関 す る質 問 の う ち、 「実 像 」 に 関 す る もの 、 「虚 像 」 に関 す る も の の正 答 率 が

63%→88%、50%→81%と 特 に きわ だ って 増 加 して い た 。

〈 考 察 〉

・ 「視 覚 化 す る」 こ とが 知 識 ・理 解 を 深 め る上 で も有 効 で あ った こ とが わ か る。

・生 徒 の 主 体 的 な学 習 活 動 を意 図 した 、 レ ン ズを 用 いて の実 験 は、 知 識 ・理 解 を深 め る

の に 効 果 が あ った。

【自己評 価 カ ー ドの 分 析 】

自 己評 価 カ ー ドの各 項 目 で 、 「① 興 味 を も って実 験 で き た か?」 「② 自 ら進 ん で 実 験 に

取 り組 ん だ か?」 の結 果 は次 の よ うに な っ た。(生 徒 実 験 の あ る授 業 の み を対 象 とす る)

①興味を持 って ② 自ら進んで

1時 間目

2時 間目

4時 間目

6時 間目

7時 間目

■A良 くできた

口8だ いたいできた

口cふ っう

園Dあ まりできなかった

口Eほ とんどできなか った

020406080100

94

1時 間目

2時 間目

4時 間目

6時 間 目

7時 間 目

020408080100

%

〈 考 察 〉

・ 「よ くで き た」 と 「だ い た い よ くで きた 」 とい う回 答 が 、 ほ とん どの授 業 で70%を 超

え る こ とか ら、 研 究 の一 定 の成 果 を 見 る こ とが で き る。

・生 徒 の 毎 時 間 の感 想 に 「～ で うれ しか った」 「～ で驚 い た 」 「～ が よ くわ か った」 な ど

数 多 く見 られ た こ とか ら、 本 研 究 に よ る授業 改善 の試 み が、学 習 に対 す る生徒 の興 味 ・

関 心 を 高 め る上 で も有 効 で あ った と考 え られ る。
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4.ま とめ と今 後 の 課 題

(1)ま と め

本研 究 で は、 生 徒 の主 体 的 な学 習 を 促 す た め に 「光 」 の学 習 に お い て、 学 習 計 画 と授 業

形 態 の 工 夫 、 教 材 ・教 具 の 開発 に取 り組 ん だ。 研 究 の成 果 にっ い て は、 授 業 中 の 生 徒 の活

動 の観 察 、 ワー ク シー ト ・自己評 価 カ ー ドの分 析 、 事 前 ・事 後 調 査 の結 果 の分 析 か ら生 徒

の 変 容 の 把 握 に努 め た。

① 授 業形態 の工夫

本研究 の2時 間 目に行 った 「光の反射」 におけ る実験 では5っ の実験 を生徒一人一人

が各 自の興味 ・関心 によ り、 自由 な順序で行 え るよ うに工夫 した。生 徒 は従来 の班 に と

らわれず、 自由な小 グル ープで、生 き生 きと主体 的に学習 に取 り組んで いた。 また、6

時間 目に行 った 「凸 レンズの性質」 におけ る実験 で は教 師側 か らで きるだ け指示 を出 さ

ず に、実験道具 だけを与 え、生徒 自 らが考 えて行 え るよ うに工夫 した。生徒 はいろいろ

な作業 の中か ら、 自分 た ちで考え、工夫 しなが ら凸 レンズの性 質を調べて いた。 このよ

うな授業形態 を学習計 画の中の可能 な単元 において取 り入 れ ることは生徒 の主体 的学 習

を促す ために有効 であ ると考え られ る。

② 教 材 ・教 具 の工 夫

本 研 究 で開 発 した光 の道 筋 観 察 器 は、 ペ ッ トボ トル な ど身 近 な 素 材 を用 い、 生 徒 の 関

心 の 高 い レー ザ ー光 線 を使 用 す る こと に よ って、 生 徒 の興 味 ・関 心 を喚 起 し、 意 欲 的 に

実験 に取 り組 ま せ る こ とが で き た。 ま た、 凸 レ ンズ に よ って実 像 が で き る と きの光 の道

筋 を 視 覚 化 した こ と は、 理解 を 深 め る上 で有 効 で あ った。 さ らに そ の体 験 が 作 図 に よ る

像 の で きか た の理 解 に もっ な が った と思 わ れ る。 ま た 、小 型 の 光 の道 筋 観 察 器 は 凸 レ ン

ズ に よ る屈 折 を一 人 一 人 が観 察 で き、 実 験 の個 別 化 とい う点 で 有 効 で あ っ た。 さ らに 、

暗 箱 は多 くの生 徒 が もつ 、 光 に対 す る既 成 の知 識 を くっ が え し、 生 徒 の興 味 を 引 い た よ

うだ った。

本 研 究 で改 良 ・工 夫 を 加 え た カ メ ラ模 型 、 透 明半 球 を使 用 した光 の直進 性 の観 察器 は、

バ ド ミン トンの シ ャ トル ケ ー スや ス ナ ッ ク菓 子 の ケ ー ス、 フ ィル ム ケ ー スな ど の身 近 な

素 材 を 活 用 した こ とに よ り、 生 徒 の 興 味 ・関心 を 喚起 す るの に有 効 で あ った と思 わ れ る。

② 今後 の課題

① 生徒 が主体的 に課題 を発 見 し、 その解決 を図 って いけるようにす るためには、 で きる

だ け教師主導 の場 を少 な くして い く授業形態 や展 開の工夫 と生 徒が よ り興味 ・関心 を も

つ教材 ・教具 の開発 が さ らに必 要で あ ると思 われ る。

② 光 などのよ うに実体 がつかみづ らい事物 ・現象 にっいて は、生徒が その実体 をよ りイ

メージで きるよ うに視覚化 な どの工夫 す る必要 があ ると思 われ る。

③ 学 習 を終 えた後、学 習内容 にかか わる身近 な現象 な どに興 味を もち、 さ らに自 ら調 べ

る意欲 を もたせ るよ うに工夫 して い く必要 があ ると思 われ る。
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皿 「地球 と人間」の学習 において、生徒の興味 ・関心を高め、

主体的な学習活動を促す指導法の工夫

1研 究のね らい

「地球 と人 間」 の単元 にお いて は、人 と環境 との総合的 な学習 を通 して、生命 を尊重 し自

然 を保全 す る態度 を育 成す る ことが求 め られてい る。す なわち、生徒一 人一人が 日常生活 に

お いて、身近 な 自然環 境 に目を向 け、 自然環境 の保全 のために積極 的 に働 きか ける ことので

きる態度 の育成 が大 切で ある。

そのため には、身近 な環境 を素材 と して観察 、実験 を主 とした体験 的 な学習展開 の工 夫が

必要 であ る。 しか し、「地球 と人 間」で は授業 にっいての時間的 な制約 もあ り、 観察 、 実験

よ りも説 明中心の一斉授業形式 が多 く見 られ、 自然環境 を保全 しよ うとす る態度 の育成 が十

分 ではない と考え られ る。 そ こで、 時間的 に も無理が な く、 しか も生徒 自 らが主体 的 に学 習

で きる授 業展開 を目指 し、以下 の視点 か ら研究 を進 めた。

(1)生 徒 自 らが身近 な自然環境 を調 べ ることがで きる教材教具 の工夫

(2)自 然環境 を保全 しよ うとす る態 度を育て るための指導計 画及 び評価 の工夫

2研 究 の方法

次 の よ うな方法 で研究 を進 め る計 画を立て実施 した。

1

2

3

4

5

6

7

8

「地 球 と人間」 の学 習にかかわ って、生徒 の意識調査 の実 施

指導 の実態 にかかわ る調査 の実施

上 記調査 の分析 によ る問題 点の把握

利 用で き る実験事例 の研 究 と教具 の工夫

学 習計画 と学習指導案 お よび評価 の工夫

授 業実践 によ る考察

事後調査 と生徒 の意 識変容 の把握

研究 のま とめ と今後 の課題 の検討

3研 究 内 容

(1)事 前 の実 態 調 査

ア 生 徒 の実 態調 査

生 徒 用 ア ンケ ー トにっ い て は、 環 境 教 育 にか か わ って、 生 徒 が どん な こ とに興 味 ・関

心 を も って い るか にっ い て調 べ る と と も に、 ど の よ うな学 習 形 態 を 望 ん で い る の か を知

る こ とを 目的 と した。 さ らに、 環 境 保 全 にっ いて の生 徒 の意 識 に っ いて 把 握 し、 学 習後

の変 容 を 知 る手 掛 か りと した。 調 査 は、 都 内8地 区 の 中学 校 の全 学 年2ク ラスず っ を対

象 と して 実 施 した。

(1年 生444人 、2年 生496人 、3年 生501人 の 合 計1,441人 対 象 、 平成8年6月 実 施)

① 環 境 問 題 へ の興 味 ・関心

環 境 問 題 にっ いて は、 お よ そ3分 の2の 生 徒 が興 味 や 関心 を も って い る。 学 年 間 で

差 は ほ と ん ど見 られ ず、 また 、 中 学 校 で の学 習 に よ る深 ま りが 見 られ な い。
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【環境 問題 への興味 ・関心】

【環境 問題 の調査 や研究 の有無】

【生徒 が望 む学 習形態】

② 興 味 ・関心 の対象

テ レビな どで話題 とな って いる

よ うな野生動物 の減少や オゾ ン層

の破壊 な どが上位 を 占める。

大気汚染 や酸性 雨 などにっ いて

の関心 があま り高 くない ことは興

味深 い。

生徒 は身近 な問題 よ りもマ ス コ

ミの取 り上 げ方 に影響 される傾 向

が あるよ うに思 え る。

③ 環境 問題 の調 査や研究

生徒 の多 くは環 境問題 につ いて

自分 で調 べた経験 が ない。経験 が

あ る生徒 の中で は第1学 年 の生 徒

が多 いが、 この理 由 と しては、 小

学校 での 自由研究 な どの経験 が挙

げ られ る。

④ 生徒 が望 む学 習形態

生徒 は、 テ レビ、 ビデオな どの

疑似体験 や観察 、実験 などの直接

体験 を望 んで いる。 しか し、 本 や

資料 な どで 自 ら調べ る ことを敬遠

す る傾 向があ る。

⑤ 解決 すべ き環境問題 について

オ ゾン層 の破壊や温暖化 な ど、

身 の回 りの生活 に関す るものが上

位 に挙 げ られ、前述 の質問で興味 ・

関心 の回答 率が高か った野性 動物

の項 目は、下 位 とな った。

この違 いは、生徒 たちが解 決すべ き問題 を自分 の生活 にかかわ って いるか どうかで

判 断 して いる ことが原因 と考 え られ る。

イ 教 師の ア ンケー ト調査

「地球 と人間」 にっ いての授 業 の状況 を調査 す るとともに、指導 上 の問題点 と して考

え られ る ものを把握す るために理科 の教員 を対象 と して実施 した。

(実 施 時期;平 成8年7月 対象;8地 区114名)
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① 授業 にお ける環境問題 の扱 い方 につ いて

3分 の2の 教員 が 「地球 と人間」 の単元に こだわ らず に様 々な単元で環境問題を扱 っ

て いる。 この ことは、環境 問題 が単 独の問題で な く多 くの問題 が複雑 に絡 み合 ってい

ることによると考 え られ る。

② 「地球 と人間」 の授業時数 につ いて

5時 間程度が最 も多 く、 それ以上 は少 ない。内容 の取 り扱 い方の難 しさ もあ ると考

え られ る。

③ 「地球 と人間」 の授業形態 につ いて

教 科書、 または ビデオな どに よる視聴 覚教材 に依存 してい る。

④ 「地球 と人間」 の単元 で中心 に扱 う内容 につ いて

自然環境 と人間生活 と

の関わ りを中心 に扱 うこ

とが多 い。
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⑤ 「地球 と人間」 の授業 での問題点 につ いて

授業時間 の確保 が最 も

大 きな課題 となっている。

また、資料 や教材、実験

方法 などの不足 もあげ ら

れて いる。

ウ 調査結果 のま とめ

生徒の実態調査 か ら、観察 ・実験や、本 ・資料 を活用 した学習方法 を確立 す ることが

必 要 と考え られる。 ビデオな どの視聴覚教材 の活用 も有効 であ る と考 えた。

教員 の実態調査 か ら、授業 時数 の確保 の難 しさや、教 材教 具 の不足 があげ られ た。 そ

こで、身近 な教材教具 を利用 した実験 の確立 と指導法 の工夫が必要 であ ると考え た。
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(2)利 用 で きる実験事例 の研 究 と教 具の工夫

ア 学習課題 を把握 す るため の教材 ビデオの制作

身 の回 り0)環 境 の中に も、地球規模 の環境問題 と同様 の環境 問題 が あ ることに気付 く

とと もに、 その問題 を学 習課 題 と して と らえ、 これか ら調 べて い こ うとい う学 習へ の動

機付 け とす るため に約8分 の教材 ビデオを制作 した。 ビデ オの 内容 は、 自動車 の排気 ガ

スの問題、家庭排 水の問題、 河川 の汚濁、酸 性雨 などを取材 し、 あた りまえ のよ うに繰

り返 されて いる 日常 の生活行動 が、環境 に影 響 を与えていない のか どうかを問 う内容 と

な って いる。

授業 で は多 くの生徒 が ビデオの視聴 を通 して身近 な生活 を振 り返 り、積極 的 に環境 に

つ いて調 べ ようとす る態 度が み られた。

イ 環境 を調 べ る実験 の工夫

身 の回 りの生 活 の中 で見 られ る環境 問題 につ いて調 べ るために、一般 に行 わ れてい る

実験 のい くっか に若干 の工 夫を加 えた。生 徒 には、 これ らの実験 か ら自分 た ちの課題 に

合 うものを選択 させ た。材料 は生徒が課題 に そ って考 えて用意す る。 実験 は1時 間 で結

果が得 られ るよ うに工夫 した。

① 気 体検知管 によ る気体 の成分 測定

昆 虫 飼 育 箱 の よ うな プ ラ ス チ ッ

ク容 器 に ア ル ミは くを は った ふ た

を用 意 す る。

中 で 身 近 な もの を燃 や し、 気 体

検 知 管 を 用 い て発 生 した気 体 に つ

いて 調 べ る。

石 油 化 学 製 品(プ ラスチ ック類)

か ら多 量 の 窒 素 酸 化 物 が 検 出 さ れ

る な ど 有効 な 実 験 で あ るが 、 時 間

が か か るの で 検 知 管 が1班 にっ き

3個 ぐ らい あ る とよ い。

野r曙

へ聯 ぺ 縁:
愚 ら

多 くの物 質 は燃 焼 中 に水 が 生 じる。 燃 や した後 に、 空 気 のpHを 万 能 試 験 紙 で 調 べ

る と、 非 常 に低 いpH値 が 測 定 さ れ た 。

本 研 究 で は扱 わ な か っ たが 、 酸 性 雨 の モ デ ル実 験 と して も活 用 で きる と考 え られ る。

② 市販 の パ ック テ ス トに よ る水 質 検 査

ポ リエチ レ ンチ ュ ー ブの 中 に1回 分 の 試 料 が 入 って いて 、 これ に調 べ た い水 を 吸 い

込 ま せ る と、 チ ュ ー ブの 中 の 色 の変 化 に よ って 溶 け て い る もの の 濃 度 を調 べ る こ とが

で きる。

流 しの残 飯 受 けの 、 水 や ふ ろの 残 り湯 、洗 髪 したあ との水 、 ま た河川 の水 な どを フ ィ

ル ム ケ ー スな どで 持 ち寄 って、CODや 亜 硫 酸 、 リン酸 イ オ ン量 な ど を調 べ る。 手 軽

に実 験 で き るの で 調 べ た い材 料 を い ろ い ろL夫 で き る。 生 活 排 水 のCODが 予 想 以 上

に大 き い こ とに は考 え させ られ る。(残 飯 受 け の水 で50ppm以D
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③ 大 気 中 の粉 塵 の吸 着 実 験

2リ ッ トル入 りの ペ ッ トボ トル の 底 の部 分 に熱 した く ぎな どで10個 ほ ど穴 を あ け、

口 の部 分 に ガ ラス繊 維 ろ紙 を装 着 す る。 ろ紙 の部 分 が 取 り外 しや す い よ う に、2つ の

注 射 器 を は さむ よ うに 取 り付 け る。

深 い容 器 に水 を入 れ 、 ペ ッ トボ トル を 口 ま で 沈

ませ て水 を 満 杯 に して か らボ トル を 持 ち上 げ て、

中 の 水 を 出 しなが ら空 気 を ひ く。10回 繰 り返 して

合 計20リ ッ トル の空 気 の 中 の粉 塵 を ろ紙 に吸 着 さ

せ る。

単 純 作 業 で 生 徒 は あ き る の で はな いか と思 わ れ

た が 、 ほ こ りの 多 い と こ ろで は空 気 が ボ トル の 口

に吸 い込 ま れ て い くよ うす を 目で追 うこ とが で き、

興 味 深 い実 験 と して 生 徒 の 関 心 が高 か った。

教 室 内 で も少 量 の ほ こ りが 見 られ 、 校 外 で は、

交 通 量 の多 い 交 差 点 で、10リ ッ トル の 吸 引 で ろ紙

が 灰 色 に変 化 した。

ガラス繊維

ろ紙→

を!ペ ッ トボ トル

(2P)

授 業 の中で校 外 に調査 にい くのが困難 が ともな うが、空気 の汚れ具合 を 目で確認 で

きるので、安全 確認 に留 意 して実験 の機会 を設定 した。

④ 大気 と植物 の蒸 散量 の関係調 べ

植物 の生命活 動の働 きの度合 いを蒸散量 で表 す ことを考 えた。 蒸散量 は茎を通 した

ガ ラス管 の中を水が移動 す る速 さで測 る ことがで きる。短 時間 に結果 が得 られ るよ う

に ガラス管 を直径1.2mmぐ らいに細 くの ば した もの を使 った。 材 料 の植 物 は気 孔 の発

達 したッユ クサ科 の ム ラサ キ ゴテ ンが、 蒸

散 量 も多 く この 実 験 に適 して い る こ と が わ

か っ た。

ム ラ サ キ ゴ テ ンに袋 を か け、 光 を あ て な

が ら(蛍 光 灯 ほ ど の光 で よ い)排 気 ガ ス 中

な ど と空 気 中 で の 蒸 散 量 の 違 い を調 べ る。

細 い ガ ラ ス管 を の ぼ って く る水 の 速 さ を

み る と、 排 気 ガ スで 覆 っ た ほ うが 蒸 散 量 が

多 い と い う結 果 は生 徒 に は意 外 に思 わ れ て

興 味 深 か った よ うで あ る。

生 徒 が ガ ラ ス管 を熱 して の ば して 作 る こ

とか ら実 験 を始 め る と、 生 徒 の学 習 意 欲 の

高 ま りが 見 られ たが 、 時 間 が か か る こ と か

ら、 ガ ラ ス管 は実 験 前 に 準 備 す るの が 効 率

的 で あ る。 細 い ガ ラス管 は折 れ や す い の で

通 常 の ガ ラ ス管 で カ バ ー した。
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(3)学 習活動 の計画

現状 の授業 時数 を考慮 し、 6時 間を基本時間数 と して計画 した。

配時 学 習 内 容 学 習 活 動 学 習 の ね ら い

1

・事前 ア ンケー ト

・学 習へ の

動機づ け

・学習 内容の討議

・実験課題 の決 定

・評価 カー ド記入

・日常生活 を振 り返 って 自分 の

行動を見っ め直す。

・身の回 りで起 きてい る様々 な

事象 にっ いて ビデオな どか ら

知 る。

・ビデオか ら身 の回 りの環境課

題 について考え、発表 す る。

・身 の回 りの生 活 の中 にあ る環

境課題 を振 り返 り、各班 で実

験 テーマを決 定す る。

・自己評価 カー ド記入

・生徒 自 らが 自分 の 日常 の行動 を知 り、記

録 す る。

・身 の回 りの環 境 の中に も、地 球規模 と同

様 の課題 があ るこ とを知 り、 自分 たちに

も行動 で きることが あ ることを考 え自 ら

で調べ て行 こうとい う意識付 けをす る。

・自分 たちの身 の回 りの課題を扱 うことで
、

意欲 ・関心 を高 め る。

・自己の学習 を確認 す る。

2

・実験 方法 の選択

・実験 試料 の確認

・評価 カー ド記入

・実験方法を考え、適切な実験

方法を選択す る。

・実験 に必要な試料を確認 し、

最終方法などを確認する。

・自己評価カー ド記入

・簡単 な実験方法 を提示 す る ことで
、 自分

た ちで実 験方法 を考 え る力 をっ ける。

・試料 を探 し、主体 的に実験 に取 り組 む姿

勢 を育 て る。

・自己の学 習を確認 す る
。

3

・実験準 備

・実験

・記録 ・考察

・評価 カー ド記入

・各 自の実験 テーマに即 して、

実験 の準 備を行 う。

・各 テーマ に したが って、実験

を行 う。

・実験結果 を ワークシー トに記

録 し、課題 を考え まとめる。

・自己評価 カー ドを記 入

・各 自の実験 テーマを理解 し、必要 な器 具

や、薬品 を準 備で きる。

・各実験方法 を理 解 し、 自分 た ちで操作、

記録で きる。

・結果か ら、理 由や影響 を考察 し、今後 に

生 かせ る。

・自己の活動 を分 析す る。

4

・実験 結果 の考察

・発表 準備

・評価 カー ド記入

・実験 結果 や、参考試 料か ら分

か ることをま とめ、 原因 と今

後 への影響 につ いて考 え る。

・OHPシ ー トや、発表用 の配

付試料 や発 表用 の原稿 をま と

あ る。

・自己評価 カー ドの記入

・必要 な参考資料 を選択 し、利 用す るこ と

がで きる。

・結果 か ら、理由 や影響 を考察 し、 今後 に

生 かせ る。

・聞 く立場 に立 って、実験結果 を分 か りや

す くま とめ ることで実験結果 を一層深 く

理解 しま とめ ることが で きる。

・自己の役割 の確認

只
U

●

農U

・研究発表会

・自己 ア ンケー ト

・評価 カー ド記入

・各 テーマ ごとに、 順番 に発表

を行 い、 テーマ終 了時 に質疑

応 答 を行 う。

・相互 評価 カー ドを記入 し発表

内容 と、発表態度 を確認 し評

価 す る。

・ア ンケー トに答え る。

・自己評 価 カー ドの記入

・実験 内容 と、実験結 果 を理解 した発表 を

行 う。

・質疑応 答 に答 え ることで、理解 を深 め、

今後 の生 活 に生 か して行 く態度を育て る。

・評価 カー ドを記入す ることで他の班 のテー

マにつ いての関心 を高め、理解 す る。

・各 自の行動 の変化 を知 る。

・各 自が今後の生活の中で、発表か ら分か っ

た事 を生 かす。
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(4)授 業 の展開例(第1時)

本 時 の目標

環境問題 につ いて、 日常 の生活 の中にあ る課 題を発見 し、実験 テーマを決 め る。

(本 時 の学 習内容 が単元 全体 の導入 にな るよ うにす る。)

※[]評 価項 目、〈 〉 評価 の方法

生 徒 の 学 習 活 動 教 師 の 援 助 活 動 ・留 意 点 評 価 の 観 点

導

入

・今後 の授業 内容 にっ いて説 明

を聞 く。

・生活実態調査 の ア ンケー トに

答え る。

・環境 問題 に固執す るのではな く、

全体の授業 の流 れを説 明す る。

・理想で はな く、現在 の日常生活

につ いて答 え させ る。

・授業 の流れ をっかめた

か。

〈授 業者 の観察〉

・日常 の生活 を振 り返 る

ことが で きたか。

〈 ア ンケー トの分析〉

展

開

・環境 にかかわ る身近 な生活 の

ビデオを見 る。

・感想 を述 べ る。

・ビデオか ら問題点 を考 え発表

す る。

・自分 たちで も調 べ られる実験

があ る ことに気 付 く。

・実験 の説 明を聞 く。

・興味 のあ る実験 を選択 す る。

・ビデオを視聴 させ る。

・生徒 の感想 を聞 く。

・日常 の生活が環境 に与 え る影響

や問題点 につ いて 自由 に発言 さ

せ る。意見 が少 ない ときは指名

す る。

・環境 について調べ られ ることは

ないだろ うか、問 いか け る。

・実験紹介 の プ リン トに従 い、 器

具 を提 示 しなが ら説 明す る。 た

だ し、生徒 の自由な発想 を大切

に してお おまかな説 明 にとどめ

る。

・意欲的に視聴 し身近な

問題 としてとらえるこ

とができたか。

[関心 ・意欲]

〈授業者の観察〉

、

・各実験の目的や内容を

把握することができた

か。

[知識 ・理解]

〈実験計画書〉

ま

と

め

・班 で話 し合 い、実験 テーマを

決定 す る。

・自己評価 カー ドを記 入す る。

・机間指導 を行い、実験内容 やテー

マ につ いて質 問 に答え、助言 す

る。

・自己評価 カー ドを配布 し、記 入

方法 を説 明す る。

・自ら課題を発見 し、テー

マを決定できたか。

[科学的思考]

〈実験計画書〉
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(5)評 価 の工夫

生徒 の学 習への興味 ・関心 を高め るための一っの手 だて として、生徒 の 自己評 価 と生徒

同士 によ る相互理解 の活用 を図 った。 ま た、 この結果 の分析 を通 して生徒 の変容を把握 し、

教材 や指導 方法の有効 性 につ いて検討 す る資料 と した。

ア 自己評 価及 び評 価 カー ド

今回活 用 した 自己評価 は、生徒 の興 味 ・関心の高揚 に有効 であ ること、 また、生徒の

意識 の変容 が把握 しやす い ことをね らいと した。 そのため、評価 カ ー ドはな るべ く項 目

を細分化 せず、で きるだけ生徒 の意識 が はっき りす るよ うに、記述式 を中心 と して毎時

間実施 した。

具体 的な活 用 と して は、第1・2時 限 目にこれか ら学習 す る自分 なりの目標 ・意欲を、

第3・4時 限 目に選 択実験及 び実験 の まとめ ・調査 の取 り組 みを、第5時 限 目に他 の班

の発表 を聞 く姿勢 を、第6時 限 目に全 体の感想及 び これか ら自分 自身が取 り組 む方向性

につ いて評価 す るよ うに した。生徒 は、 自分 自身 の目標 を明確 に して観察 し、取 り組 む

ため、 その後 の学 習へ の意識 や行動 が よ り良 い方向 に変容 す ることが期待 で きる。

また、教 師 も生徒 の 自己評価 カー ドを利用 し、生徒 の疑 問に答 え た り、生徒へ の コメ

ン ト(助 言)を 記 入す るなど、生徒 への援助活動 も行 った。

イ 相互評価及 び評価 カー ド

今回活用 した相互 評価 は、他 の班 の発表を聞 く姿勢 を育てるとともに、自分 たちが行 っ

た実験 や調査 で不足 した内容 に関 して互 いに補 うことをね らい と した。

実験 の まとめを発 表す る生徒 は、友達 に評 価 され る ことで、 その後の学 習 に意欲的 に

取 り組 む ことがで きた。

具体 的な活 用 と して は、発表 内容 の理解を評価点 と し、感想等 を記述式 と し発表生徒

に渡す ことと した。

相 互 評 価 カ ー ド 記賭 弓創 旛

YI]班 へ*評 醐 合いを印で記入 よ 、
、

1、 実 験 の選 択 理 由 は、 理 解 で き ま した か 。

2、 実 験 結 果 は 、 よ く理 解 で き ま した か 。

3、 実 験 か らわ か った こ と にっ い て は、 よ く理 解

で き ま したか 。

4、 調べ た こ とに っ いて 、

① よ く調 べ て あ り ま した か 。

② 調 べ た 内容 に っ いて 、 理 解 で きま した か 。

5、 身近 な生 活 との 関 わ りにっ い て、 理 解 で き ま したか 。

悪 い

6、 この 発表 の 内 容 につ い て の 、 良か った 点

つヒ㌣ 割}、 朽、ち 、っ・-IV奮 ど いラ"つ な 場 戸斤 で・禰 ぺz

ユ ＼ぐ ー"杉 ユ

7、 質問 に対す る答 については、 よ く理 解で きま したか。 卜一 ト ー十 一十一→
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自 己 評 価 カ ー ド

,3年2組3'1番6班

1、 「地球 と人間」 を学習す るにあた って ど うい う姿 勢で取 り組 もう と思 い ます

か。 自分 な りの 目標 を書 きなさい。

7ノ ミ 、 ・
=ヌ…照7、 い ざ'に

に レ・'1(、 い ・ノ ＼

2、 案験課題 を決めて、

①あなたが決めた実験課題 は何ですか。
一く が1"'、 　 ノc?・ か9

考える

② 積極 的 に話 し合 う こ とが で きま したか 。 ゆ 、 ・ 普 通 ・ い い え

3・ 実験 を終 え て・ いろいろ肩 木 を,あっめz(

文献 をひうべたり、衡 蔽 しノさ)い・①実験中あ なたの具体的 に行 った ことは何です か。
・ 普通 ・ い い え②実験 は積極 的 に行 いま したか。1ゆ 、

③テ灘 鱒紫潔 凝 お
P毅 滞 戴農製 さδ柵`・

ヒ2・でい たoよ ご馳1ミ 水 を そのきま 流 寛Zd'い8ラ ζこしよう ヒ`;っ7で σ

4灘 灘 雰

はどういう活動をしましたか.(丈 葡 こを しらバ1「ミ4)

② あなた 自身、調 査 は積 極 的に行 うこ とがで きま したか 。

は運〉 ・ 普 通 『・ い い え

③ 調査 を して 、わか った こ と、感 じた こ とを書 きな さい。

盆 惣即 窯繍 懸 裂 ヵ磯髪の漏 を
5、 他の班の 発表 を聞 き終え て

① 他の班 の発表 を、積 極的 に聞 くこ とがで き ま したか。

② 他の班 の発 表 を聞 き終 えて、 わか った こと、

に盤 ぎ麓瓢 記需超磨

盤 た三と鵡 なさい.

田 ・・
、=

いいえ

6b直器猫 脇 鷺響 辮 あたって
1㊥ ・ 普通 ・

②6時 間の授業を終 えての感想を書 きなさい。
p

ざ う(で し で い とン,・=

いいえ

鄭 勲 廉 腱 ん2い認 伽

③授業を終えて、身近な生活の中で一番気をっけたいと思 うことは何ですか。

レた い 。
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(6)事 前事 後 ア ンケー トの分析

下記の グラフか らわか るよ うに、6時 間 の学習前 と学習後 で は環境 に対す る意識 の大 き

な変化 が見 られ る。特 に実験 で明 らか な有害性 が認 め られたプ ラスチ ックな どの分 別 や、

植物の有用性 などは大 きな関心 を集 めて いる。実験 とい う手法 によ る授 業 の有用性が確か

められた。 グ ラフの上段 が学 習前の結果で ある。 グラフの下段 が学 習後 の結果で ある。

ア:ゴ ミ や 空 き 缶 を 川 や 海 に 捨 て な い 。

012345678910
x10%

イ:入 浴 の 際、 シ ャ ンプ ーや 石 鹸 の使 用 量 を

減 ら して い る。

ウ:台 所 の 洗 剤 や 洗 濯 の洗 剤 な どの 使 用 量 を エ

減 ら して い る。

01235678910
x10%

オ:紙 ゴ ミ の 量 を 減 ら す よ う に し て い る 。

012345678910
x10%

キ:近 い と こ ろ は 自 動 車 を 使 わ ず 、 自 転 車 や

徒 歩 に し て い る 。

012345678910
x10%

ヶ:身 近 な と こ ろ に 緑 を 増 や そ う と し て い る 。

012345678910
x10%

012345678910

x10%

油 や 食 べ 残 し を 、 直 接 流 し に 流 さ な い よ

う に し て い る 。

012345678910

x10X

カ プ ラ スチ ッ クや ビニ ー ル な ど は、 燃 え な

い ゴ ミと して 分 別 して 出 して い る。

012345678910

x10%

ク み だ りに 植 物 を取 った り、 木 々 を折 っ た

り しな い よ うに して い る。

012345678910

x10%

コ 水道 は こ ま め に止 め て、節水 を して い る。

012345678910

x10%

㎜5・ 必 ず行 う(行 い た い)〔]4膨3[ヨ2國1・ 行 わ な い
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4ま とめ と今 後 の 課 題

本 研 究 で は、 「地 球 と人 間 」 の 学 習 に お いて 、 生 徒 の興 味 ・関心 を 高 め 、 主 体 的 な活 動 を

促 す た め に、 以 下 の視 点 か ら授 業 の 改 善 ・充 実 に努 め た。 研 究 の 成 果 は、 毎 時 間 の生 徒 の 自

己 評 価 と学 習 の 前 後 に行 った環 境 保 全 にか か わ る生 徒 の意 識 調 査 の結 果 か ら分 析 した。

(1)ま と め

ア 指 導 内 容 ・方 法 の工 夫

Oづ 教 員 用 に対 す る ア ンケ ー トの結 果 か ら、 「地 球 と人 間 」 の学 習 は 、 第2分 野 の 最 後

の学 習 と い う こ と もあ り、 授 業 時 間 の確 保 が最 も大 きな課 題 とな って い る。 本 研 究 で

は、 従 来 の 設 定 の上 限 で あ った5時 間 か ら6時 間 に授 業 時 間 を増 や し、 導 入 ・展 開 ・

ま とめ を そ れ ぞ れ2時 間 ず つ設 定 す る こと に よ り、 無 駄 の な い集 中 的 な授 業 展 開 を す

る こ とが で き た。

(-r)教 師 の 説 明 を極 力 減 ら し、 身 の 回 りの環 境 を素 材 に した 自作 の教 材 ビデ オ や操 作 が

比 較 的容 易 な観 察 、 実 験 を準 備 した。 生 徒 自 らが選 ん だ環 境 問題 に か か わ る学 習 課 題

を 、 観察 、 実 験 を中 心 と した学 習 を 通 して解 決 して い く授 業 形 態 は、 生 徒 の主 体 的 な

学 習活 動 を 進 め る上 で も有 効 だ った と考 え られ る。

(ウ)実 験 終 了 後 の 第4時 限 目 に、 本 や 資 料 等 を使 って学 習課 題 に っ いて 調 べ る時 問 を設

けた。 身 近 な問 題 で あ る た め に、 か え って資 料 が少 な く、 直接 の参 考 に は な らな か っ

た が 、教 師 へ の 質 問 が 従 来 よ り もず っ と増 え た こ とか ら、 学 習 へ の 興 味 ・関 心 を一 層

高 め るの に 役立 っ た と い え る だ ろ う。

イ 教 材 ・教 具 の工 夫

身 の 回 りの 環境 の 汚 染 度 を測 定 す るた め の観 察 、 実 験 は、 これ まで 多 くの もの が開 発

され て い る。 本 研 究 で は、 こ れ らの実 験 か ら生 徒 の学 習 に適 して い る と思 わ れ る もの を

い くっ か選 択 し、 装 置 の改 良 や活 用 上 の 工 夫 を加 え る と と もに 、身 の 回 り の環 境 問 題 を

素 材 と して 作 成 した 教 材 ビデ オ を併 せ て 活 用 した。 身 の 回 りの環 境 を 素 材 と し、 しか も

実 験 を 中心 と した学 習 を設 定 した こ と は、 生 徒 の 主体 的 な学 習 を促 し、環 境 を保 全 しよ

う とす る意 識 を 高 め る上 で 極 め て有 効 で あ っ た と思 わ れ る。

ウ 評価 の一[二夫

自己評 価 カ ー ドは、 な る べ く細 か い項 目 に分 けず 、 で き るだ け生 徒 の 意 識 が 見 え るよ

うな記 述 式 に 焦 点 を お き、 毎 時 間 書 か せ る こ とで、 生 徒 自 らの 意 識 が 変 容 して い く様 子

を把 握 す る こ とが で き た。

ま た、 発 表 の 際 に活 用 した相 互 評 価 カ ー ドは、 自分 た ち が行 った実 験 や 調 査 で は不 足

して い た部 分 を 補 うの に役 立 った。 加 え て 、 友 達 に評 価 され る こ とで 、 そ の後 の学 習 に

意 欲 的 に取 り組 む こ とが で き た。

(2>今 後 の課 題

「地 球 と人 間 」 は、 テ ー マ が大 き く、 地 球 的 規 模 で の環 境 問題 の す べ て を体 験 的 な学 習

に よ って扱 う こ と は困 難 で あ る。 本 研 究 で は、 水 質 ・大 気 汚 染 に っ い て 、 選 択 実 験 の 中 に

組 み入 れ た が 、 オ ゾ ン層 の破 壊 や、 温 暖 化 現 象 に っ い て は 、扱 う こ とが で き な か った。 理

科 の授 業 の 中 で 、 ど う取 り扱 って い くか が 今 後 の課 題 で あ る と思 わ れ る。
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